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総
和
四
四
年
歯
閉
ま
総
務
綾
会
従
例
会
が
8
n
n
7
a
に
招
集
さ
れ
、
6
湾
総
日
M
ま
で
の
同
日
開
聞
の
会
識
で
間
開

催
さ
れ
ま
し
た
@
定
例
会
的
総
獄
、
南
側
裁
は
、
我
孫
子
駅
前
日
持
隊
総
務
織
や
泌
総
鳥
類
研
究
所
な
ど
4
淡

呂
町
市
政
一
鍛
懇
婆
ざ
ま
し
た
。
ま
た
、
機
護
、
冷
淡
冊
中
八
番
発
行
条
例
富
緩
や
第
一
一
一
小
繁
校

絞
殺
判
明
拙
鋼
工
機
告
は
七
め
と
す
る
同
議
議
告
波
山
吋
す
べ
て
開
閉
擦
の
と
お

η
可
決
冬
れ
ま
し
だ
市
長
め

務
総
…
絞
殺
告
と
可
決
さ
れ
た
議
獲
の
め
ら
ま
し
は
次
の
と
お
円
で
す
ω

な
お
、
拘
}
斜
線
と
な
っ
て
い
た
助

役
に
は
柏
戦
入
役
の
中
村
山
車
体
吋
級
入
役
に
は
総
務
部
長
の
坂
巻
豪
m
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
滋
讐
五
ま
し
た
e

我
孫
子
駅
鶴
湾
開
発

総
織
一
体
化
な
る

絞
殺
昨
年
4
月
に
叩
街
区
め
準
務
総

奇
が
結
成
さ
れ
、
6
9
例
区
め
添
務

組
合
主
的
問
間
続
得
捌
州
州
河
内
線
開
附
と
務
実

上
町
四
臨
時
概
一
体
化
じ
向
け
て
繍
佐
官
を
図

っ
て
heま
し
た
。
そ
の
総
菜
、
4
月
掠

終
的
総
会
で
合
併
が
議
翠
さ
れ
、
新
む

な
綴
織
で
ス
タ

i
Fし
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
よ
り
純
情
出
棋
の
滋
い
分
析

を
一
行
う
た
め
、
術
中
叫
綿
織
議
叫
川
間
関
ゆ
留
に
け
揖

ヴ
塾
、
車
問
問
絞
殺
対
鋭
、
第
三
セ
ク
タ

i
内
総
激
し
、
議
崎
朋
齢
別
問
、
キ

i
テ
ナ

ン
ト
め
導
入
等
に
つ
い
て
検
討
を
議
ね

て
い
ま
す
c

特
に
未
間
同
窓
殺
に
は
阪
泌

総
理
事
業
上
で
、
湾
問
削
減
隊
域
内
的
一

し
制
倒
り
が
い
斜
刑
制
州
と
鷲
訴
え
て
い
ま
す
か
者
は
梅
市
内
成
総
出
向
わ
む
爵

ι』
町
男
女
3

今
後
、
縦
波
山
崎
は
叩
年
秋
ま
で
に
幾
0
0
0
人
と
し
ま
し
た
，
搬
出
方
法
は

物
を
裁
緩
し
、
痛
に
移
る
計
随
で
す
の
術
出
円
安
中
学
校
反
6
地
区
に
分
け
、
各

で
、
事
務
が
m
門
滑
に
進
む
本
大
中
市
と
叫
地
域
内
人
口
に
比
例
し
て
録
作
臨
時
に
仙
刑

し
て
も
裁
民
間
約
に
後
助
す
る
符
止
で
す
令
お
し
、
調
査
員
じ
よ
る
熊
務
総
り
中
刀
法

を
中
心
に
行
い
ま
し
た
*
議
終
的
…
授
さ

社
会
教
資
意
識
調
査
ま
の
ご
務
総
主
総
カ
に
よ
り
‘
回
出
向
拭

ま
も
な
く
報
告
書
完
成
部
川
凶
作
よ
%
と
宙
開
い
車
を
示
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
登
白
書
が
先
位
さ
れ
次

+
実
的
社
会
教
育
に
対
す
る
総
務
は
鱗
.
書
い
た
し
ま
す
丹
で
寝
苦
し

品
用
に
く
み
勢
、
ゑ
ヲ
る
こ
と
に
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
滋
w
m
や
新
築
演
出
間
際
年
々
絡
ま
っ
て
お
り
、
数
余
数
夜
、
文
て
い
た
だ
き
た
〈
お
緩
い
し
ま
す
か

一
魚
を
議
し
て
線
開
発
令
災
泌
す
る
こ
空
港
に
双
没
附
脱
線
に
あ
る
こ
と
と
、
特
化
総
数
、
役
会
ス
ポ
ー
ツ
に
間
附
す
る
行

と

も

き

ら

れ

て

お

り

‘

こ

の

鶏

撃

と

誌

が

や

惑

に

面

し

た

皇

室

内

統

的

対

応

も

護

多

数

じ

な

っ

て

い

ま

中

浮

校

給

食

撃

的

成

苦

闘

計

一

途

に

努

力

す

る

支

槻

家

主

で

あ

っ

た

こ

と

が

護

主

す

。

令

書

長

選

主

に

つ

い

て

格

競

会

で

慎

重

に

検

射

で

す

。

わ

れ

ま

す

。

そ

れ

に

も

ま

し

て

泌

総

務

は

、

社

会

教

世

間

的

重

要

性

に

つ

い

て

事

が
研
究
所
持
}
活
動

ιつ
い
て
線
い
珊
執
務
ら
に
理
解
を
深
め
な
が
ら
議
本
方
針
を
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
淡
獄
、

出

階

鳥

額

研

究

所

主

主

務

約

言

し

た

こ

と
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L、
計

震

を

審

議

我

孫

子

事

意

義

嫌

悪

主

義

…

護

持

い

を

?

な

期

待

葉

県

や

禁

事

室

な

ど

の

市

民

的

迭

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

霊

L
て

雪

革

委

総

れ

し

て

い

ま

す

嶋

研

方
々
約
機
静
か
け
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
い
ま
す
n

そ
れ
に
は
、
ま
ず
行
政
の
祭
究
協
滋
会
は
然
1
間
関
問
担
を
4
R
ロ
目
、

潟
地
問
自
持
制
組
制
相
究
所
内
梓
転
に
つ
い
て
然
然
あ
る
対
応
が
今
回
閉
め
移
転
に
総
伊
す
ベ
録
。
時
代
織
を
削
明
確
に
す
る
た
め
に
、
馳
惜
2
削
悶
簡
を
5
R
m
E
に
間
開
き
、
綾
子

は
喰
文
談
議
よ
り
現
在
地
的
家
紋
総
叫
似
つ
い
た
も
の
と
漆
く
慾
糊
却
し
て
い
ま
す
伶
市
民
的
ヰ
・
8
5
5
5

ズ
を
呉
体
的
じ
嗣
料
相
搬
す
る
方
式
、
業
者
委
託
方
式
、
鐙
校
カ
火
線

谷
区
議
平
台
に
あ
る
問
問
研
究
所
的
移
転
移
転
先
が
決
定
し
た
キ
開
問
、
t
m
い
い
と
こ
と
が
重
蚕
で
す
の
で
・
こ
の
分
野
に
に
間
関
し
、
生
徒
サ
イ
ド
‘
出
陣
織
毅
サ
イ

が
本
認
さ
れ
、
}
底
火
に
ふ
併
に
格
較
す
る
っ
て
品
、
鳥
臨
酬
を
泌
一
じ
.
出
制
跡
的
保
護
‘
開
閉
す
る
市
災
後
滋
畑
胸
骨
燃
が
ふ
織
総
し
ま
し
ド
，
総
策
的
災
施
状
況
や
一
打
数
サ
イ
ド

こ
と
が
決
後
し
ま
し
た
。
今
日
ま
で
市
輔
の
総
裁
へ
弘
志
削
疑
問
関
心
が
車
問
ま
る
た
α

判
明
在
、
総
畿
の
取
り
ま
と
め
が
終
等
の
…
曲
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
や
総
長
を
も

は
品
別
機
的
い
い
誘
致
に
努
め
て
き
ま
し
た
も
め
主
制
哨
持
し
て
い
ま
す
"
ま
た
、
常
階

Y
し
、
分
析
作
物
輸
い
い
限
り
か
か
っ
て
い
と
に
叫
制
緩
1
て
い
ま
す
。

が
、
仙
仰
向
布
川
県
や
八
王
子
中
市
な

rい
く
お
よ
び
擦
が
商
品
夜
計
麗
し
て
い
る
史
跡
ま
ず
の
ぞ
、
ま
も
な
く
報
告
昔
前
が
作
成
研
究
協
議
会
か
ら
の
朗
報
告
に
教
管
繁

つ
か
め
自
治
体
と
妓
骨
し
て
い
た
総
数
文
中
最
J

事
選
や
手
錠
滋
出
品
蹴
脱
党
L
タ
さ
れ
る
逐
び
に
な
っ
て
い
ま
す
。
災
会
的
鞍
討
を
加
え
て
斡
叩
r舗
を
約
し
て

が
あ

ηま
す
e
我
伝
子
に
決
議
容
れ
た
リ
エ

i
シ
ョ
ン
め
採
点
と
し
て
大
き
な
索
査
定
一
言
我
孫
子
受
議
、
豪
い
く
考
え
で
す
さ

一
蛤
鴻
一
一

Y3
露
骨
主
院
発
行

z
f
o違
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m
制

U
W
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開

6
包
唱

a
a
g旬
吋
巴
唱
咽
酒
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P

、

.w噌
唱
咽
a

・2
Mぺ
一
師
、
、
引
開
副
剖
別
包

mepsι
ゆ
め

s
w
u
w氏
、
ヤ
恥
巨
ρ
A
N

令
一
決
意
、
冷

d
-
a
d

一一蜘世間一
M
闘
一
一
線
議
鴻
繍
滋
鶏
諸
諸
機
繍
組
泊
渇
議
掛
端
繍
柑
寝
泊
繍
簿
証
理
A

↑品

…
…
措
駐
日
一
一
哀
磁
議
機
繋
種
薦
議
機
議
官
郎

官

第

の

一

一

!

?

蚕
占
用
品
協
晶
細
血
刑
務
一
務
総
会
設
蟹
粂
僚
の
一
極
市
h
y年
・
官
ン
タ
i
数
獲
条
例
的
一
部
内
中
村
淳
氏
が
選
総
杏
札
ま
し
た
。

加
卸
敬
蕊
務
総
会
の
機
成
委
長
町
教
を
敬
蕊

h
y

部
品
開
礎
的
闘
の
校
開
瑚
を
1
年
か
中
川
村
災
は
滋
絡
飾
中
学
卒
。
削
唱
和
印

刷
哨
や
し
ち
ん
弘
〈
換
域
伎
民
的
意
見
を
絞
ら
2
年
以
被
災
し
、
技
官
制
お
よ
ぴ
資
制
四
年
、
高
一
時
的
後
孫
子
釘
役
場
に
入
り
、

職
守
る
議
議
会
と
す
る
と
と
も
に
、
条
約
向
上
告
腐
る
も
の
で
す
。
食
品
開
業
張
、
総
務
議
長
等
を
印
税
て
、
市

文
銀
融
問
主
行
、
フ
も
宏
、
て
留
置
ヱ
事
館
負
契
約
の
線
総
務
…
…
γ
小
校
側
略
行
後
は
総
務
的
静
祭
、
総
務
総
紙
、

画
申
請
選
挙
ポ
ス
タ
ー
縫
糸
織
紋
観
条
例
舎
治
相
指
ヱ
事
〈
鵬
首
渦
紋
議
G
ク
ラ
ス
、
殺
人
役
等
を
出
盤
作
ぱ
E

・
火
一
品
川
州
都
立
珂
8

出
制
定
市
淡
会
後
夜
お
よ
び
+
市
長
の
柏
村
波
数
す
ク
ラ
ス
)
的
税
負
契
約
を
日
u
生
ま
れ
、
時
総
。
校
一
芸
春
日
山
台
E

遂
準
で
は
、
小
山
殺
ポ
ス
タ

i
柑
開
示
場
在
記
憶
8
5
2
0
官
H
m
円

P
締
結
す
る
も
の
の
6
の
け
持
。

料

棋

榔

献

す

る

も

の

で

す

。

で

す

の

。

絞

入

役

的

選

任

に

つ

い

て

機
搬
出
掛
珊
帯
公
報
発
行
車
倒
的
綴
建
中
閉
鎖
齢
制
康
由
取
樽
に
つ
い
て
人
命
数
助
絞
入
設
に
、
総
務
部
長
内
板
選
終
端

談
会
議
員
お
よ
び
市
授
の
綴
格
い
い
お
け
的
た
め
の
救
助
工
作
準
金
数
燃
す
る
も
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

る
立
詰
院
議
衰
の
氏
名
、
総
隊
、
崎
町
内
見
等
の
で
す
G

坂
巻
氏
は
双
山
制
緩
毅
小
紳
小
平
。
昭
和

を
掲
絞
し
た
滋
挙
公
絡
を
発
行
す
る
も
溢
干
葉
醐
隣
市
約
村
公
平
餐
甑
開
会
共
閣
内
設
幻
年
、
命
後
酎
判
州
税
務
に
入
り
、
昭
和
円
引

の

で

す

幻

輔

楓

組

制

約

時

一

部

数

E

千
葉
県
市
軒
叫
何
年
、
抑
制
市
戦
備
都
世
間
を
ふ
り
だ
し
に
関

側
務
機
鋭
場
使
間
m
料
条
割
問
由
一
都
政
旗
公

A我孫子駅請す潟開発の予懇緩滋

助

zf荒
濠
氏

収

入

役坂港
一
一
潟
市
氏引が2
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軸
脈
問
問
胤

m
m
M
鍬
8
5
8
0
万
円

(
初
年
成
と
比
べ
時
%
減
…

未
来
を
に
な
う
胤
寂
没
後
の
た
め

に
教
育
環
織
を
流
災
怒
せ
る
ほ
か
、

期
間
凶
教
海
文
化
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い

校
合
終
絞
め
向
上
と
ス
ポ

l
ソ
レ
ク

リ
ぷ
1
Y
察
シ
の
訟
輿
を
め
在
し
て

い
ま
す
同

台
第
=
一
小
校
舎
増
緩
料
執
務
3
獄
後

普
通
6
数
議
、
特
判
明
3
数
附
盤
、
給
食

釜
織
改
築
、
プ
レ
ハ
ブ
教
室
を
鋒
滋

ム
常
務
一
小
校
庭
護
鎌
M
m
栽
お
よ
日

明
ム
ム
波
紋
工
事
ョ

*
潮
岬
叫
ι

官
官
胤
小
品
棋
由
踏
叫
貯
援
防
止

山
肌
附
峨
0
0
0
0
0
問
地
盤
改
良
に
よ

り
砂
擦
を
品
開
ぐ
a

合
布
佐
小
木
遣
校
盛
岡
解
体
お
よ
び
校

庭
養
翁

危
険
機
物
脅
解
摘
し
校
ι
ぬ
か
も
M
H
綴

安
小
中
学
校
緑
化
繋
品
開

校
山
崎
に
M
t
山
闘
し
美
化
に
絡
め
ま
す

女
劫
議
期
間
殺
傷
禁
邸
機
・
・
8
6
8
0

万
m
円
以
気
鋭
際
倒
的
品
札
制
児
に

対
し
て
父
け
恥
品
H
M
刊
の
特
持
を
凶
り
ま

す
Q

女
術
史
磁
さ
ん
9
9
0
万
閉
門

し
申
史
研
究
必
あ
お
机
ワ
的
待
行
な
し
と

女
史
詩
文
学
滋
掛
滋
帥
融
機

ホ
イ
ン
ト
制
州
立
込
織
し
ま
す

*
滋
時
酔
臨
時
柵
欄
醐
酬
棄
4
-
e
g
8
0
0
万
汚

-
1
総
な
yh
め
砧
刑
事
地
と
み
ら
れ
る
公

共
闘
州
地
や
附
人
住
宅
相
佳
品
百
泌
を
先
制
し

ま
す
“公
債
賛
同
僚
6
5
6
0
方
向

(
訂
年
市
ほ
と
比
べ
5
耐
均
約
}

会
弦
念
F
漆
4
1
外
・
J
H
m
円
、
副
判
子
9

償
2
4
8
岩
山
A
即日

m
w
部
絞
ま
で
に
慾
り
入
れ
た
日
官
級
品
則

的
似
湿
一
時
金
と
支
払
創
刊
子
。

開
国
民
像
権
建
立
憲
智
数

日
山
億

4
2
5
告
万
円

(
目
別
平
成
と
叫
ん
べ
4
%
減
)

平
均
被
保
険
翁
2
万
5
0
0
0
人
仁

対
し
て
お
剣
給
付
。
助
産
曲
目
一
日
特
お
り

い
M
叩
H
m
門
、
葬
桜
山
詞
…
件
お
り
6
万
m
門
、

吉
開
制
凶
悪
養
組
問
十
錦
絵
ぺ

療
養
給
付
臨
R
H
H
慾
1
7
0
0
河
内
、

助
藤
波
2
9
0
0
万
m
門
‘
葬
祭
費
1
0

0
0
W
M
m
門
、
官
同
級
品
棺
都
宮
崎
H
8
8
0
0
M

m
門
、
品
人
保
銭
拠
出
金
4
摘
出
1
7
0
0

万
m
門。

待選む第一小

径
一
期
整
縫
一
事
一
樹
問
機

4
7
0
8万一円

(
草
食
し
た
べ
誤
認
)

4
R
帯
〈
伊
脱
会
土
地
窓
一
幽
整
理
争
4
0
8
8

万
円
換
地
京
極
的
策
定
な
ど
ω

安
柴
崎
土
地
区
箆
整
緩

公
関
3
ケ
所
料
品
拙
捌
ほ
か
犠
同
町
、
庁
ス

ホ
滋
管
数
絞
広
市
ゆ
な
ど
稔

合
中
綿
土
鳩
附
陣
織
態
哨
摺

滋
肋
時
議
滋
並
び
街
路
舗
装
工
事
め
は

か
家
盗
移
転
hu
戸
内
線
泊
料
な
ど

*
新
木
土
地
区
一
臨
融
精
液

事
業
計
い
開
設
の
作
成
総
晴
海

下
水
浴
世
帯
幽
耐
冷
機

3
5
8
0
万
円

一
閉
山
年
波
L
g氏
べ
目
。
守
地
)

安
公
共
下
水
道
事
揖
:
同
僚
7
3
9
0

方
向
ん
苧
単
機
排
水
町
樹
伝
的
地
坪
と

子
山
丸
山
川
浄
化
を
絞
る

a‘ 
4
w
盟
小
策
潔
波
域
下
水
道
:
3
億
3
2
6

0
万
円

T
集
係
機
行
事
民
で
川
年
波

完
成
を

υ桁
し
て

F
初
日
以

W
A
Y
h
山内み

釘
か
が
佐
吹
か
れ
耕
一

401 

時

η内
え
附
&
や

左

越

"
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ぷ
殺
に
M

帆
え
ら
れ
た
稲
の
誌
は
告
一
汎

訟
の
ふ
引
と
と
も
に
ぐ
ん
ぐ
ん
と
脊
っ
ロ

て
い
ま
す
習
し
か
し
こ
め
陣
織
は
ま
た
、
宅

内
出
家
が
水
稲
の
ゆ
除
虫
や
然
災
に
M

閉
ま
さ

れ
る
と
き
な
の
で
す
勿

こ
・
と
し
も
上
誌
の
と
お
り
機
感
獄
中

叫
川
和
を
れ
い
ま
す
a

次
の
'
日
'
に
つ
い
て

十
八
万
ご
絞
慾
〈
た
怒
る
よ
う
お
回
聞
い
い

た
し
ま
令
。

事
盟
散
布
震
域
ホ
側
内
に
立
ち
入
ら
牟
い

で
く
だ
さ
い
。

機
散
布
区
域
醐
間
接
的
紫
綬
滋
数
海
中
、

一
一
戸
令
閉
め
て
く
だ
さ
い
令

幽
閉
洗
湘
刷
物
ヰ
ど
は
数
十
叩
終
了
後
に
干
し

て
く
だ
お
い
G

v
m
同
い
会
わ
せ
後
政
一
線

就
学
相
談
会

7
月
校
関
係
後
一
セ
ン
タ
ー
で

古
文
欝
解

生
募
集

あ
な
た
も
「
滋
民
の
歴
史
家
」
に

川
町
終
的
古
文
解
説
議
漆
を
ウ
イ
i

午
消
印
時
か
ら
正
午
ま
で
治

ク
ヂ
i
的
午
前
中
に
も
開
閉
鎖
す
る
こ
と
咽
写
会
犠
務
邸
内
会
鶴

に
主
り
ま
し
た
。
あ
な
た
も
「
市
民
間
マ
続
開
削
減
綿
織
治
市
史
削
輔
さ
ん
委
長

壁
史
家
」
に
な
り
ま
せ
λ
か
d

ふ
る
っ

V
盆
後
術
総
研
究
セ
ン
タ
i

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
悶

V
申
し
込
み
・
問
問
い
合
わ
せ
車
市
弘
樹

V
録
時

7
月
加
日
(
本
)
か
ら
来
年
さ
ん
{
道
官
一
部
)
2
4
8
1

3
汚
ま
て
み
毎
月
第
1
、輪開
3
求
総
経

日
年
度
教
科
難
問
農
一
部
会

V
期
間
?
月
五
口
ね
九
品
寓
)
か
ら
凶
日
も
の
約
中
学
絞
捌
m教
科
書
見
本
・
i
:

開
問
(
沼
務
自
は
仏
悼
み
)
。
午
前
9
時
か
昭
島
悼
鵠
年
度
後
期
教
訓
刊
織
で
本
年
度
絞

ら
午
後
4
・
時
部
分
ま
で
G

閥
抗
替
え
の
対
象
と
な
る
も
抑
制
叩
夜
、

V
織
部
閉
東
葛
飾
地
方
教
育
セ
ン
タ
ー
縫
・
整
健
学
枝
問
m教
科
書
発
本
i
iす

…
銭
関
前
例
沢
田
)
E
0
4
7
1
(
向
日
)
℃
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
文
総
議
議
船
作
本

4
1
4
0
0

山
間
潟
噂
単
一
枚
糊
用
品
眠
創
刊
嘩
雷
同
見
本
各
教

V
線
涼
一
命
的
出
伺
蛸
見
本
川
山
小
学
校
殿
料
幾
枇
刊
行
滋
か
ら
一
滋
際
疫
内
で
送
付

教
科
骨
骨
見
本
:
:
緩
和
問
何
年
度
と
問
問
じ
さ
れ
る
品
抑
制
門
機
終
準

402 
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一捌一、心
心
身
係
議
制
ぬ
抑
制
胤
時
十
お
よ
が
数
脊
抑
制

V
遜
知
申
し
込
み
悲
し
た
方
に
は
、

訟
を
次
?
と
お
り
行
い
ま
す
。
絞
れ
ま
総
総
時
刻
・
就
学
紛
談
繁
金
持
河
村
し
ま

た
は
希
叫
離
す
る
山
部
批
准
者
的
方
は
お
中
し
す
~

込
み
く
だ
さ
い

a

'

;

e

，

:

・

L
3
7湾
総

務

(

金

)

午

前

同

時

受

通

災

害

工

舞

金

制

震

に

よ

均

九

1

・

一

九

一

…

P
移
ぃ

:
4

祝
日
説
話
μ
V
2
2

穣
皮
に
応
じ
て
十

γ丹
1
開
方
向

…

江

主

い

と

な

る

幼

児

の

う

ち

、

容

に

容

で

は

不

幸

に

し

て

議

室

三

重

転

、

犯

罪

為

、

毒

殺

の

益

三
軍
鈴
ぎ
が
あ
る
子
ど
も
お
よ
ぴ
同
開
設
品
科
ゆ
っ
た
万
の
た
め
に
事
災
被
災
総
会
総
お
よ
び
天
災
な
ど
に
よ
り
災
警
告
誇

々
淳
*
制
怖
い
い
粧
品
干
し
て
い
る
子
の
う
ち
‘
心
伎
を
滋
け
て
い
ま
す
e

卸
値
絞
に
応
じ
て
た
笠

E
は
支
日
韓
し
ま
せ
ん
。
申
滋
制

い
艇
身
い
い
険
機
を
訂
す
る
出
児
童
・
生
徒
お
よ

1
万
町
内
白
か
ら
mm
万
田
げ
ま
で
支
給
し
て
い
削
技
術
情
災
発
生
時
間
1
年
以
内
で
で

お

一

九

び

係

事

言

葉

重

主

主

ま

す

が

ぶ

内

液

晶

骨

的

基

運

転

、

重

V
問
い
合
わ
せ
室
生
活
議

す
う
ど
も
含
む
ず
本
絞
殺
上
向
際
問
組
を
お

A

持
ち
の
十
n

v申
し
込
み
・
問
問
い
合
わ
せ
教
山
宵
於

災
会
時
十
絞
教
育
諒
官
{
剖
)
1
1
5
1

支
持
昨
今
年
2

2
悔
や
ブ
ー
ル
は
チ
v
w
ヴ
本
を
こ
と
さ
ら
僚
が
る
H
W
幾
は
あ
り

子
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
稲
本
し
ぶ
撃
的
中
ま
せ
ん
が
、
か
と
い
っ
て
、
討
く
み
る

で
、
ど
の
制
も
埠
い
て
生
き
生
き
し
て
と
叫
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
ニ
と
い
な
り

、

:

:

b

i

j

 

L
か
L
.
そ
の
半
綴
、
一
撃
ち
ょ
っ
子
供
ゐ
永
事
泣
か
ら
守
る
た
め
に
セ

と
し
た
本
総
裁
か
ら
、
忍
い
が
け
な
い
榔
や
町
、

γ
i
凡
な
ど
で
体
く
場
合
辻
、

悲
し
い
事
叫
叫
が
総
次
ぎ
ま
す
φ

十
分
然
怒
し
ま
し
ょ
、

昨
年
変

(
6
5
8
n
)
い
.
掃
や
問
、
ま
た
、
体
ぐ
的
削
に

潟
市
山
な
ど
で
本
内
線
殺
と
な
っ
た
子
供
は
合
主
く
と
も
5
分

{
中
位
生
以
下
)
は
4
1
0
人
を
数
之
、
は
か
け
て
、
車
線
体

問
問
じ
山
制
問
中
の
交
一
通
事
伎
に
よ
る
脳
内
務
泌
を

L
ま
し
ょ
う
。

2
7
1
人
を
は
る
か
に
よ
国
間
ゥ
て
い
ま

す命
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挺
!イ灘醸

掛
職一

種
セ
ン
タ
i
で

湖
北
台

1
の
刊
M

の
日
間

(
湖
北
ム
品
開
柑
閉
口
幾
多
2
分
)

岱
抑
制

i
1
1
3
1

パ
ス
タ
オ
そ
平
総
に
は
戦
争
彰
状
況
を

よ
く
阿
統
的
依
し
と
れ
飢
入
し
ま
し
さ
-

w

蹴
乳
児
総
診
は
母
子
健
康
子
絞
め
制
刺
凪
問

育
児
相
談
を
止
の
お
総
で
行
い
ま
す
“
め
抑
制
料
券

(
3
1
6
か
月
削
ぺ

9
1円
以

V
月
臼

7
n
4
口
問
、
れ
閥
、
問
問
、
か
月
用
)
を
創
刊
悶
mL.
際
線
機
開
問
で
受

拐
門
口
{
い
ず
れ
も
潟
磁
器
}
け
ま
し
ょ
、
ヴ
。

裏
付
議
該
当
す
る
乳
児
{
昭
和
ヘ

i
l
l
l
1
1
1
i
i
i
i
l
l
j

y一
望

3
2ま
れ

己

主

義

か

二

宙

親

学

級

一

Z
一
9
時

ま

ま

で

ふ

ち

ゃ

ん

草

書

f
i
i
I
l
l
i
-
-
し

一
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
め
乳
児
は
午
前
桝
9

憾
絞
家
紋
を
次
的
日
艇
で
一
甘
い
ま
す

』
均
一
時
加
分
か
ら
ロ
締
ま
で

V
時
間
午
務
9
時
加
分
か
ら
れ
時
ぬ

・
4
ω
V持
品
世
す
る
も
の
母
子
総
総
事
総
と
分
ま
で
(
第
3
問
問
呂
町
み
午
後
1
持
か

宵

兜

相

談

乙

すこやかちゃん

(3) I拙 7， 1 

ら
午
品
開
3
時
制
分
ま
で
)

V
悼持品
V
ず
る
も
的
母
子
健
康
子
桜
お

よ
び
筆
記
溺
H
H
は
続
制
阻
止
村
容
b

ニ
内
総

に
第
1
出
問
問
口
は
パ
ス
タ
オ
ル
l
枚
、
第

4
防
総
に
は
さ
ら
し
布
1
5
0
叩
ぐ
ら

い
糸
、
料
開
‘
ハ
サ
ミ
、
?
チ
針
金
持

参
し
て
〈
だ
さ
い
。

d

司

母

級

学

級

そ
め
い
機
い
つ
で
も
山
間
由
民
均
品
開
科
衛
を
持
つ
と
い
る
+
々
は
、
保
慾
セ
ン
タ
ー

v日制時

7
η
U
H
(
さ

と

8
H
3

ぷ
紛
'
川
、
心
屯
料
給
夜
、
八
三
均
三
和

ま
.
霊
会
に
よ
る
裂
を
れ
っ
て
鳥
取
す
る
ξ
き

は

学

建

義

を

自

i
;
m
M
H卒
者

は

い

ず

れ

も

午

後

ー

ま

さ

い

て

霊

祭

い
ま
す
也
ご
制
刊
悶
?
苦
い
。
雲
し
て
く
だ
さ
い
“

4

1

1

4司
君

S
?

時
か
ら
2
時
ま
で

V
申
し
込
み

7
H
H
官
ま
で
に
も
京

雨
漏
針
伺
到
一

γ人
*

お

持

一
μパ
5

刊
は
は
は
は
げ
い
は
げ
い
j
i
j

一

炎

j
信

一

F
i

刊

i
i
j
j
j
1
1
1
1
1
1
1
1
H
3
1
:
t
t

一

五
引
引
九
愛
の
血
液
助
け
合
い
夢
療
育
相
談
一
言
、
襲
警
か
お
お
U
5
2
2
一

は
も
蛸
率
一
セ
ン
タ
ー
会
由
民
綴
窓
口
・
湾
問
で
す
手
段
め
働
側
主
、
抗
議
…
準
的
奇
心
蕊
一
学
校
刷
、
品
川
組
問
醐
保
育
所
に
行
け
討
ま
で
午
的
知
的
吋
か
ん
午
後
会
主
一

接
交
幅
削
・
間
作
時
棋
連
絡
所
で
健
康
半
開
艇
を
絞
識
は
総
務
管
理
に
も
役
立
ち
ま
す
@
(
後
綴
織
政
き
山
ケ
ヲ
や
終
議
}
の
あ
る
一
な
い
子
に
い
織
制
点
強
い
で
山
聞
か
れ
て
い
ま
す
一

聾

し

て

い

ま

す

。

賛

し

た

き

は

胤

控

室

れ

て

い

お

子

さ

ん

の

裂

を

行

い

ま

す

。

一

を

し

て

も

こ

じ

れ

ま

議

L
W
設

は

主

税

収

?

な
お
、
す
で
に
機
綾
部
で
柚
階
級
事
絞
る
タ
ン
パ
ク
や
口
レ
ス
テ
?
み
な
ど

v
a時
7
H
n
初
日
(
水
〉
受
付
は
午
一
す
包
な
ぜ
そ
フ
な
っ
目
、
母
3
1
J

内
い
い
あ
り
ま
寸
u

ど

護
に
つ
い
て
の
な
ん
ぞ
も
初
談
を
…

i
i
j
6
3
5
2援
を

教

え

ま

す

。

後

品

主

義

ま

で

…

た

お

警

は

い

ろ

討

議

μ
う
ぞ
言
尽
く
だ
さ
一

行
い
ま
す
。
札
口
拍
手
姦
き
ま
す
。
聾
十
雛
盟
麟
鶴
級
制
幽
(
ニ
内
総
集
を
さ
し
あ
山
り
た
カ
i
F
に仰山

V
櫨

鏡

検

院

内

叫

霧

…

い

ろ

な

添

か

ら

お

子

溺

嚇

判
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来
春
開
校
す
る
〈
留
称
〉
蟻
立
布
佐
高
校

宵
見
ル
仲
み
は
も
う
寸
ぐ
u

来
年
に
品
宮
市
内
‘
そ
し
て
近
滅
的
潟
絞
必
臨
献
金
制
唱
和
田
年
波
は
新
人
殺
が
4
6
0

験
を
役
え
た
中
学
3
平
然
的
み
な
さ
た
ち
に
秒
間
削
報
ん
止
な
る
め
が
(
船
山
林
)
入
、
四
学
殺
が
守
的
滅
容
れ
て
い
ま
す
の

ん
に
と
咋
て
は
い
よ
い
よ

w
…
大
王
山
“
県
立
布
件
地
点
的
院
内
線
総
e

来
年
4
R月め

3
学
部
が
そ
う
ヲ
問
問
如
悼
の
引
年
度
に
は

と
い
咋
た
と
ニ
ろ
で
ヂ
。
同
開
縫
い
い
ん
開
け
と
い
ま
、
急
ピ
y
チ
で
進

E
3
5
0
人
‘
部
学
殺
に
掛
唱
え
る
こ

成
工
事
が
滋
め
と
で
し
ょ
う
P

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
塁
)
布
佐
官
泌
が
定
糸
工

場
所
以
新
々
と
、
京
市
目
的
掴
支
高
校
は
3
絞
仁
、

制
問
訟
指
仲
郎
副
肌
か
私
立
を
会
め
る
と
、
織
的
帆
が
と
D

仲間に

ら
苧
い
て
日
分
唱
え
る
こ
と
ぷ
な
り
ま
す
e

約
ほ
ど
の
と
ζ

ろ

姿
に
あ
勺
ま
す
自

制

護

泌

総

長

絞

3
W
7
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0
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創
平
方
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ー
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ル
、

片
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鉄
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ン
ク
リ

昨
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ト
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幹
て
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ー
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一
締
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吋
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ピ
ン
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が
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よ

1
ム
が
帥
開
成
さ
れ
ま
す
c

ち
な
み
に
市

い
よ
合
潟
大
会
へ

ll一気
6
日
出
全
日
聞
の
チ

lムは
絞
年
舎
が
お
段
、
批
年
長

怖
が
線
開
閉
人
水
泳
大
会
に
市
内
チ
i
ム
か
柑
段
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が
山
州
場
す
る
ニ
と
に
な
り
ま
し
た
テ
滋
的
県
太
会
で
は
ぷ
/
iク
か
l

ょ
の
大
会
辻
、
初
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内
定
輸
4
人
ス
的
存
h
h
だ
っ
た
と
か
一

と
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歳
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錦
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チ
、
ふ
接
戦
的
品
絞
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お
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か
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せ
際
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し
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ち
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く
ま
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ま
勺
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以

に
ー
の
も
の
を
出
し
て
く
れ
ま

ト

l
た
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と
ぶ
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市
山
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山

村

議

室
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ιあ
る

お

る
航
行
企

射
令
官
会
ぞ
み
泊
三

滋
九
日
引
け
ま
で
北
江
川
出
て

が
い
ま
滋
子
と
悩
↑
へ
の
み
な
ぎ

伏
え
は
泌
さ
を
も
の
し
一
も
い
弘
ナ

剣
山
山
却
を
m
u
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約
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を

お
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れ

ぬ
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惨かっば音頭大会(雨天草/容はや11:.，8/7はj緩延〉

日 時 8月長良(土)午後 7糠から 10務まで

8月 7El(EI)午後6器響力、ら 10待まで
場 所:王子資沼グラウンド〈野球場)

惨かっば脅顕大行進(雨天順延)

日 雲寺:8月7EI (日〕午後§蒋から 8持
場 所:我孫子駅前広場から手糞潟グランドまで

惨花火大会(雨天織延)

日 時:8 F:l 7日(悶)午後患雲寺から 9時まで
場所:平賀沼公開

炉繁人のど自慢大金〈雨天の制中央公賊ホーんで)

日 時 :8F:l6悶(土)午後4待から 8時まで
場 所:手賀沼公霞海上関前駐車場

梅
一
僚
が
お
け
る
と
、
手

1
l
e
i
-
i
t

賀

市

民

ま

つ

り

は

も

う
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ぺ
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ぐ

。
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も

、
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ぐ

尽

引
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を
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す
る
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を

広

げ
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郁
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1
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滋
泳
、
十
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の

3
会

場

で
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に
行
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ま
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我
孫
子
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場
で
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愚

物
誌
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火
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大
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綴
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。
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。
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ベ
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後
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今
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。
今
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資
沼
公

習
に
務
し
て
行
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れ
ま
す
沿
軟
に
自
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あ
る
方
、
大
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を
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号
上
げ
て
く
れ
る
方
、
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る
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て
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応
募
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だ
さ
い
a
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刀
[
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ス
ま
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〉
る
の
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は
な
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、
引
惜
し
い
大
会
に
綴
り

申
込
し
脅
か
本
大
金
出
多
正
員
よ
土
げ
る
た
め
総
成
金
品
唯
一
役
し
て
本
大
会

り
多
い
場
合
は
子
機
全
作
い
ま
す
。
出
場
者
を
選
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し
ま
す
。

世
マ
淡
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氏
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の
世
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は
カ
ラ
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ケ
コ
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叫
円
J
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午
後
4
時
か
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i
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は
附
先
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打
診
M
M
A
慌で
mm
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ら

8
時
ま
で

し
ま
ナ
が
、
品
開
問
門
的
不
削
附
が
で
て

V
場
一
期
す
究
明
川
公
開
問
湖
上
間
関
2

出
獄
中

く
る
と
制
部
い
事
す
の
で
、
ご
愛
娘
鴻
'
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間
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械
情
A
日
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市
六
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日
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崎
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)
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お
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都
Z

く

だ
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ョ

蕊

を

4
4
謡
徴
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、
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カ

V
由
申
込
方
法
往
復
ハ
カ
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に
.

1
で
行
い
ま
す

総
所
、
氏
科
、
年
齢
、
屯
話
、
趣

味
特
投
、
燃
料
制
〈
災
特
酬
は
Z
品問、

叫駄目誌出は
3
品
開
)
‘
カ
ラ
寸
ケ
テ

ー
プ
的
夜
祭
、
を
明
記
の
う
え
、

我
孫
子
1
8
5
5
、
市
民
会
肘
出
向

手
町
民
同
期
務
災
ま
つ
り
災
行
後
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会

の
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両
国
後
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で
中
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A
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ず
h
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氏
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記
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て
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だ
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い
u

ごvr a} 

時 8月13日(ニU・14日{臼ト 15E1(月)
午後7持からぬ雲寺まで

所:;湾北駅北口広場

ルかっば審頭大会(雨天中止}

時 :8F:lIOEl(水)・ 11日(木ト 12EI (金)

午後 7袴30分から 10持まで

所:ピック姦通り広場

砂カラオケ大会{雨天海延}

隆寺:8 Jヲ14日(臼)午後?終30王子から

所:ピック裏通り広場

時 :8F:l15E1(月)

午後 8時30分から 9時まで

所:潟ヰヒ誤爾側空地

欝経由都務柑ガ信桂aa 
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代
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ま3~司守臼革審主主 宰人o 10告、549.人C+3.1l32人3
〈対露五年tォ~) 謁 54.456人女 54.193.人

*t註繕量買 32.6品賞埜寺普(十1.5461!t'機〉

e市役所本ff85-11竹@市災会館 54-3311
・っくし野交務 54--8801 e 宇野民領事証鍍 54…1110
備員鵠ヰヒ台究所 88 総28 <<昏海銀密容量宮?側主台分轡 87-3055
・湖君主党員庁隠れれ 織つつ じ言霊 a…0123
・布 t章受話Ii 89-2おさ 暢都市改選主事務所 85--1171
・教事響委員会 85-1'151 事中央公良重富 82-0515
嘩水道局 54-例11 骨身体締害者綴総センタ-88--u141 
ej蒔喜寿司盤 以-0119 e念滋環境謀{浄化機) 87…2379 
場社会教嘗著書草 85-1511 ゴミ)87-α015(LB量)88-2547
8市史基調容ん室 85“平総? 暢係健センター 87-1131

お u.. 回

/1>:1;菱重 性役矧jの!CiJ主主化・涜動化

一発言察し汀うの主的善悪ー

修期B 81'ヨ268くさ詮〉から288弱i
砂実襲撃及び会軽量 綴立媛人事覚書霊会

費関 C'T355々 の i宥玉賎民会主語嵐ω
器禁大学童雪量'i728重量殺
惨参寿喜著書 女性学i之総il.'-"のある長主

人身'9::;:主主主8草壁著書紛でを聖者与人。

お附(応募霊長義支の場合締役ん〉

惨長野愛経軍費 3l;逢重要J際紛賀、至難

富喜代は著書1刻望書負主塁く養護主主賓1湖70
OF号、重量級代3J'誌で25以OfIl11をう30i∞
F号干霊護霊〉

惨申し込み 往復1¥主アキlこ往所、

氏名、 性議話、 まま主語、 E読書量、 言霊選話芸睦
きおよぴ268~二288の昼食ø給実現

在五記入し、 競技話番人事支湾重量宣慰霊事業

議へ7~20Eヨ〈忍()までl二。

間‘ 1 (8) 

直塁議欝塑欝墾筆欝JIZ主鰭翠気穣熔安全汚塑j
市民合理遺言語ぐZ宝飾)'('!，主要患

Z左翼話芸繁華芸会を終式決の演幾重量!こむ
けて豪華童書をはじめます。緩績の事著

書草、年齢!草壁警いません。

砂練習俗語章 第1-3 ' 5丈襲撃務

と主義2・4己展望紛の午後6鱒30分

かそう9a吾まで
参主題所得災会豊富

少鐙事尊重壁 内図元t怠

/l>fi!l重軽 汚2∞むpl

易問い合わせ£宇野宮(54)7077

溜菜官(85)2偲3

団関悶思

81'弓l品、 詩設主主義を湾設会問罪雪E了毛主。

言霊気者受総会C使用之まるとめ院議議

室主会を閣議ごますa 容器謹白書寺、も欝柄、

人要議後E去とめ申し込み下tさい。

加時し込み、問い合おせ 〈悶〉日号

害軽雲監:気i保安接話会Jrt索機幾三客室sIL幸設

費ヨ主主盟0474Cヰヰ)6781へ。費用線級。

園~阻翼週
争襲警本静子機〈天王台〉から手者を

つなぐ綴(J)主主へ10ま号三二社会事話役

主題重量殺審議事義主主へ2075F弓寄伎がおり

霊長し足。

今辞書芸事室:t:~型機く<þ蚤〉から義人

十 h 網...叫必畠 主 義喜担Iセユターコつじをまへ霊童気マッ
市議免許初1邸饗鑑響 ザジ織の蓄縫がありまし払

b皇室施F苦B 7沼88、7F菩208、 争F告E廷の主主〈器襲名〉ガら韓議lll:のZ三

8~4E弘 8月248， 9月28 めにど21論争仰の観主的おり悲

惨罪事い合わせ 寝台聖母人事室湾主主義窓 午蕊令書幸受f官、 E主総30:会談綴罪者姶 しとみ

b期日 7~3O悶〈こtト 318(Eヨ〉

砂簸言語 30日午後3潟市役続総

惨事韓首背 番重嬰護憲章筆、 O!J終iむ

砂金費 <ß~こ主主1万200CfIl、小挙会長

夜総fIlけ沼2重量j;n
砂参接E凝宿小宅学僚ら王f''E¥以上で
登山号I能なお内在住、主王撃事涯学者

砂害事集人践 7[詫主主話器務望書多量立の
綴合i立主主選議〉

1>申し込み 往綴ハガキ!こ落語人ま

たはヅルブ綴{絞 (4'8若宮<:::)で

き主総の銭高可、氏名、年寄昔、電話芸番

号琴、往務殺意思記し、害警Wl滋五日時章

夫まで。

惨事事め切り 7F者総司泌審議

砂防い会主3校教育委総会体育喜重

努共催 者聖書審委員会、後主義ミ子宝霊山

普著書量毒事

〈費喜守問事主主革ミrm*J盤将棋大会〉
..白書幸 7月6Eヨ(7j()午語れ伐符
勢調書際 費害久差霊〈恨戸1042)

。定例重量 7月?モヨ〈金〉午障者10精
力ら述調jt台市主義センターで

告書点字勉強会 ア月2号Eヨ〈金3午喜5

10務11らま車友会館で

@錫競民事議会 71'ヨ278く7j()午前

T筏"，1:ドヱヲ

。きF~鎗重量会 筋道F幸運霊8午後守

草寺から濁jtt会F吉宗1:>ン9-;::

。議慰霊主総往還要書 ア問15Eヨ〈護主〉

@鶴費静観察tt活動 7尽21Eヨ〈本〉
炉問い合わ主主 役会福羽上話題畿会

宮 (84)1539

官04号3(62)671 1>話器所 'F然襲塁手間撃壌 fn絞fno 事ファイアーさつ綴滋究所長量 (fn

建立さき2620 創似36(98)0314 童話防署警〉から議総のためiごと8羽田在

塾塾ま会主豊里璽襲J';申し込み先索機鮫閣総緩 伶の穏借ガ例法し払
1>翼控8 7F守 14811ら筒己主主で 林悪霊係 官0473(61)2111 島草書臼新劇官軍部奪発車時ψ釘宮主主主義
傍場所ダイエー?主主菜子窓F号 炉醸し込み鰯韓宝各誌毒素約め守護撃 から議後のだめにな6，'穏(JlIJの望書W

診療潔 {イ江戸善幸代言長期ガそう翠主主王 降車誇 11ありをまし芝。

室長での氷雪1li!jl:担年表 幻筋肉全綴 1>1邸主塁機綴 写義3的羽x2.4的1 争筆業主皇子F若手家主主望書窓機から第2

o水害状渓慾築 む主総次笈i豊富蒔事選十 夜、紛総選、 E室長選重量妙本守道輩、 E草 創学工芸玄さまつりにおけるチャリテ
還の言見思暗雲監 {コ民主綴lllJ対策6告書義援
(，協主著撃の怠い我孫子の未来露語

惨共催我孫子F官、我孫子1u北部

次主主水害対策総議会

自由陸自

部o滋厳重喜〈紛のF時誇雲干潟を受け
て主主い主壁〉

妙手数科警聾室守秘災除書2(総口30
1=き記急(9}の奮2放滋支'10

強墾三芝立本る斐議規制

ィ バザーの売上空誌のh 怒ちま5F号

tf設会総社整君事事基金に望書得議れま

した。

争緒方商工程襲より市内務主主のねだ

怒り老人および主主電器苦境入の主主め!と

とフキニノ6吾容提言がありました。

lひとつぶ合法制導肢もやさしい麗麟劇 結1uでは71'ヨ238C土〉、 24B(程j
¢薦目、軽童話割の rtei!まコり，Jtf実
務おれをます。このだめ、事告患託老豊中

めとし乏E室主義tf大憲章lこまZ宣車線言語さ
れる2予定でぴ。

事機aI正夫主義(剤使〉かをう軍事祉の
だめにと露首盟主織の重富俗がありまし

だ聡李総清掃もア慰問となり探したa

昔きれい主主手童話1こ皆さんの毒性加をお

待~tしてい務す。

後8碕 71'ヨ38(8)午罰9善寺か

ら1(軍事主的〈関'j(Cち場合空軍活費〉

砂織合寝耳軒 ま譲歩道我主菓子重量桜前

妙子杏ぢ物 事章子、李総、 tî~吾、

主主;::毒事主主んでもお持ちくだおし¥.

績に績をうず成人裁をそ野路・耳当護議

する闘長護機淳書震の事究室藍を、主註重重火

霊童8、午車在中湾総会箆で停響いてい
Eま習。芸言語事警若者t~寺iこ絞殺し、 先重量

20ぞろを事事費義L"o'す。

b菱重い合わせ 祭緩惣(83)総務

長持重装宮(82)紛67

(我3嘉手芸泊費盟街絞殺重量〉

一:てoと竺H84ご竺=1税務大学繍義務生募集i
..，華厳重電幸喜 昭利38年41'事28か

盟醐櫨踊盟国

世〈正時)1241、ω03 一一議齢化社会三二 をう積雪初41 :ij"4~1 B<までにさをまれ

だお。険会費 1氏淑Ij(重量務i古〉 務室ffi~噴鐙を考える

砂申し込み思111官(82)0027 砂BD寄 7F吾行BO'ヨ〉午後守草寺 験申込務総 7悶6Eヨひ主〉ガB14

B(本〉をまで、 三伊五思議欝雪辱⑦喜号機1，主S

F寺15B11ら人喜善後喜善索革審華軍隊、言葉

E間際鋭聖書、苦手線醤で

絞護費問(82)隠滅 惨者畢摂繁喜誼ít\~)し f後家主Rま主主

務E喜F吾妻耳17](属議Eヨ午喜寿101燃から隠 は子代匹目撃章二重量癒筋書目下E事〉

議選同月む行いをまず。般市鶴O15も害警 惨事事め切り 毒事級事警鐘寄{語検童話<:::

車告でき悲惨。

〈華麗7@哉扇子郊袋持畿大重量〉
験問符 71'さ17臼〈白〉とF諸君質調時
後型車高時 議久警警告(84)1241、筏除3

惨会費 1000陪〈重義務旬、ゆとド総

生 50i鰐〉
b申し込み幼)11世(82)0027

疑主宰問主君3Eヨ躍進8<f厳秘書寄ガら!議

〈務総沼探勝会と力ウント〉

券向日 71'ヨ旬日く日〉雨天中止

惨集会的役所キ語li9H寺

<~乙j)!レブス務総祭縄会〉

砂舟B 71'ヨ15Eヨ(金)11B17BI印
才まと鳥とE莞f務を探るE震と:71.
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